
一50一

ザ⑭曲Φ⑭ΦΦ⑭Φ⑧φ⑭ψゆゆΦ⑭ΦΦ｢

�

亀

㊧

攀

㊥

㊧

匂

塞インドの鉄鉱石墨

攀

亀

攀

㊥

㊧

⑤

④

亀

亀

室⑭⑭⑭⑭Φ⑭ΦΦ⑭⑭⑭④曲Φ⑭④Φ⑧⑭⑭､

地質相談所

1963年目本鉄資源の需要の85%以上は海外に依存し

その約5分の1の580万トンはインド(ゴアGoaを含む)

から輸入され1963年の国内鉄資源の生産量419万トン

の約1.4倍に相当する(第1表).クリジナン(Krish･

nan)によればインドの鉄鉱石の確定推定鉱量は64億

トンで東南アジアにおいて第1位である.日本鉄鋼

連盟案によればインドの鉄鉱石の日本への輸出見込み

は1970年1,800万トンでこれは日本の輸入鉄鉱石見込

み総量の約40%に相当するとのこ.とである.これから

第1表

項

.国内生産

鉄鉱石

砂鉄

硫酸焼鉱(Fe50%以上)

輸入

1963年目本鉄資源供給関係

目量備

単位:万トン

考

見ても日本の製鉄業は将来共にインドの鉄鉱石に依存

することが如何に大であるかがわかる.インドの鉄鉱

石について認識を高めるためにその賦存状況･利用状

況などを明かにすることは有意義と思う.

第2表インド鉄鉱石地質的分赤

地層i鉱石の性質iおもな産出地方

先カンブリア紀層

塩基性超塩基性堵

花鵠閃緑岩

花鵠岩

縞状鉄鉱層(ダルフ

ル層)

(変質)

アラバリ層
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鉄鉱石

インド

含マンガン鉄鉱

硫酸焼鉱(Fe50%以上)
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平均品位Fe55.6%

平均品位Fe57%

平均昆位Fe59%
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出所:本邦鉱業のすう勢田召和38年通商産業調査会版
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サ東部地方

サ両部地方

プラナ層

(クツダパｰ層)

フIス

(ビンドヒヤ層)

ゴンドワナ層

三畳紀層

ジュラ紀層

ラシヤマハｰル

トラップ

白亜紀層

ウシア層群

第三紀層

始新層

中新層

第四紀層

含チタンバナジン磁鉄

鉱

燐灰石磁鉄鉱岩

磁鉄鉱(残留)

赤鉄鉱(塊状･頁岩状

粉状など)

磁鉄鉱瑳砦

赤鉄鉱

赤鉄鉱鉄質珪砦

赤鉄鉱･鉄質瑳拷

鉄石･菱鉄鉱

赤鉄鉱･褐鉄鉱

鉄石

紅土質鉄鉱

粘土鉄石･褐鉄鉱

鉄石結核

紅土

ビノ･一ル:シングブｰム

オリッサ:マユル､ヘンジ

マイソｰルニ南部地方

ビハｰル:シングブｰム

オリッサ:マユルバンジ

アッサム:シャイアンチァ丘

ビハｰル:シングブｰム

オリッサ:マユルバンジケ

オンシヤｰルボナイ

マイソｰノレ:ベラリダルフル

南部地方マノ･ラシトラ:

ラトナギリチャンダ

マトヒヤプラデシ:バスタ

ｰルドルグゴア

マドラス:サレムトリチノ

ポリグンツｰルマイソｰ

ル南部地方ヒマチャル

プラデシ:マンデイ

ラジャスタン:シカルジャ

イプｰルパンジャブ:モ

ヒンデルガｰルパチアラ

アンドラプラデシ:クツク

バｰマトヒヤプラデシ:

ジュツプルボｰル

マトヒヤプラデシ:マニ/ド

ソｰルマイソｰル:

ヤプｰル

ベンガルビルブｰムブル

ドワンビハｰル:ハラマウ

カシミル

ベンガル:ビルブ■ムビバ

ｰル:ラシヤマハｰル.斤

グジャラｰト

アッサム:北東地方

■ウッタルプラデシ:ナイニ

タルベンガル:ダｰジイ

Iリング

出所:M.S.Krishnan:Ironore,IronandStee1.1953

,多くの州(デカントラップ

;を含む多くの地層からみちび

1かれる

筆青補足

1.マンデイ地方2.カンダラ地方3.パチアラ地方4.チモヒンデルガ

ｰル地方5.ナイニタル地方6.シカル地方7.ジャイプｰル地方8.

マンドソｰ〃地方9.シヤジャホｰノレ地方10.インドル地方11.ダｰ

ル地方12.グワリオル地方13.シブプル地方14.グナ地方15.シュ

ブルポｰル地方16.ダｰリ･ラシヤｰラ17､ロｰガｰト18.パイラ

デイラ19.アウラング炭団箆0.スタｰル炭田21､ゴｰル22.ラシマ

ハｰル丘23.シングブｰム地方24.ラニガンジ炭田25､ブルドワン

地方26.ビルブｰム地方艀､ダ山ジイリング地方28.シャイアンチ

ァ丘29.マユルバンジ地方30､ケオンジヤｰル地方31.ボナイ地方

32.ダイエテリ地区3包.チャンダ地方34.レディ35.グンツｰル地方

36.グノｰ〃他方37.クッダパｰ地方38､ネロル地方39.ハイダル地

方40.グルバルガ地方違至｡ビジヤヅル地方42.ダルフル地方43,ベ

ラリ地方μ.チグマカルｰル地方45.ノオスカルテ地方46.チタル

ド同一グ地方47.ツムカｰル地方48,サレム･トリチノポリ地方�
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鰯第三紀層

[:コデカントラップ層

目…ヨ上部古生層中生層

皿㎜皿プラナ層中生層

〔コ花商号

騒萎萎嚢萎嚢ダルフル層

嚢結晶片岩層

崖状

インドの鉄鉱床はいろいろな地層中に胚胎するがそ

の多くは中生代以前の古い地層中に存在する.現在

とくに重要な鉄鉱床は最も古v'先カンブリア紀層中に賦

存する.それよりも比較的着い地層中にも相当な量

の鉄鉱石が含まれその中そこはかって地方製鉄家によっ

て使用されたものもあるが蔦品位の赤鉄鉱鉱石の大鉱

床カミ発見されたために赤鉄鉱塊鉱が重要視されるやう

になった.

インドの鉄鉱珂ま起源上大別して沈澱源と火成源とが

あり重要なのは沈澱源であって

この起源に属する.

日本向輸出鉄鉱石は

1.沈澱源の鉄鉱石

(a)ダルフル(⑳harW砒)鰯

A.縞状赤鉄鉱鉱;百

､インドで景重要卒鉄鉱床は沈澱源の縞状赤鉄鉱鉱石か

らなるもので南インド(マイソｰル〔Mysore1｡.マノ･ラ

シトラ[Maharastra]｡ゴア)と北インド(ビバFル

[Biharトオリツサ【Orissa]･マトヒヤプラデシ[Madhya･

P･adesh1)の太古代のダルワノレ層中に賦存する原岩は�
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第2図ビハｰル･オリッサ両部地方鉄鉱床分布歯

赤鉄鉱と珪酸鉱物を主とする縞状赤鉄鉱珪岩である吉

その地方は高温多湿の気候のため.紅土化と呼ばれる風

化作用を受けることか多い.原岩カ海土化を受けると

珪酸分が流れ去り鉄分濃集作用雅さかんに行なわれ

その結果凹凸な地形ができて一般に突出した峯や丘

の瞑きが形成される.ビノ･一ル･オリッサ茜部地方に

分布する鉄鉱床の多くはその好例である(第2図).

縞状鉄鉱石の重要なのは紐主化を受け塊状化した鉱

石の分布の広いことである,過去の数多くの試錐結果

が示す如くこの紐主化のおよぶ深さは最も深､くて約30

㎜であってしたがって地下に向っている坑道の多く

は最深30血止まりでそれ以上は未富鉱化の低品位鉱の

ため未稼行のままのことが多v'.そのために鉄鉱床

の多くはその表面またはその近くではFe60%以上の

高品位鉄鉱有を含むが他方紅土化の及ばぬ大量の低品

位鉄鉱石カミ通常その下部に伴われている.この高品位

鉄鉱石が製鉄業の鉄鉱石原料としてもっぱら利用され

日本輸入のインド鉄鉱石の大部分はζの種の鉱石で占め

る.この種の鉱石の主産蜘まつぎの通りである.

��

��

��

��

オリッサのマユルバンジ(Mayurbhanj)のダイテリ

(Daiteri)地区

ビハｰル･オリッサ西部地方(キングブｰム(Singbb

hu㎜)･ケオンジャｰル(Keonjhar)･ボナイ((Bonai)の

各埴方)

ビハｰル･オ{ツサ東部地方(マユルバンジ地方)

マトヒヤプラデシのバスタｰル(Baster)とドルグ

(Drug)の両地方

(5)アンドラプラデシ(AndraPradesh)のネロル(Ne1-

1ore)地方など

(6)マイソｰル北部地方(タノ岬ルとベラリ(Bellary)の両地

方)

(7〕マイソｰル商都施方(チタ帯ガルｰル(Chickエnagalur)･

チタルド鴬㎞ダ(C肺抽亘伽｡og)･ノオスカナラ(North

Kanara)などの各地方

(8)ゴア地方

(9)マハラシトラの茅トナギリ(R&tnagiri)とチャンダ

(Ch狐曲)の繭地方

⑩ピ弾チャルプラデシ(副皿acha1Pradesh)のマンデイ

(M繊的地方

ωパンジャ･ブ(Pmjab)のカンダラ(Kangra)地方

&･ビハｰルけ1〃サ西部地方(第2図)この地方

で最も顕著な鉱床鮮は南シングブｰムよりケオンジヤｰ

ル1妹ナイの近擦地方にわたって延長約50k甲の山脈を

つくり乳遂カ所の短い間隙を除いて連続する塊状赤鉄

鉱鉱床でそれらはこの山脈の大部分をおおっている.

ごの山脈の北部には平行鉄鉱層があり同じ鉱層が断層

や籟胸紀よって繰り返され高品位鉄鉱石によっておお

われ平行等斜摺菌をつくる..この地域はアイロンベ

ルト(Ir㎝醐t)と称され世界有数の高品位鉄鉱石地

帯である北米五大湖地方のスｰペリイオル(Supe･ior)

糊付近の鉄鉱床地帯ときそうものである.インド地質

調査剛はるとこの型の鉄鉱床の総理歳星は約80億ト

ンと見積られそのうち確定鉱量は27億トンといわれ

ている.この地域内で1億トン以上の埋蔵量を占む

る鉄鉱層につぎのものカミある.

ノアムンデイ鉱山(Noammdi)

ブダブル(Bu狛B蛆口)

ササングダ(Sasangda)

ジョグイｰスト(JodaEast)

ゾルバｰルブル(Durl〕arBum)

埋蔵量2.8億トン

埋蔵鐙1.5億トン

埋蔵量4.2億トン

埋蔵量1.3億トン

埋蔵量1億トン

ササングダの一部にキリブル(KiriBum)鉱山茄あ

りFe60%以上の赤鉄鉱が約1.7億トン埋蔵し1956-

61年に肩本･アメリカ合衆国の協力のもとに.これを主

として対目輸出向けに開発する計画カミ造められ1961-

6年に具体化されることに在っている.他方目本攻

府カミこの地方の鉄鉱床開発に対し1957年に800万ドル

相当の円借款を与えて鉄鉱山開発に寄与し代償として

1964年より日本は採掘鉄鉱石年200万一400万トンの輸

出を受けることに泣っ危.

b.ゴア地方(第3図)ゴア地方の鉄鉱床は北

酉から南東に長くつら癒る鉄鉱石山脈としてほとんどゴ�
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ある.表面の部分はFe63-66%で燐の

含有率が少ない.
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第3国ゴアの鉱山分布図

ア全域を縦貫している.鉱石は主として結晶質粒状

(1部はち密貿)赤鉄鉱よりたりところによって多少の

磁鉄鉱または時にマンガン鉱を伴う.

一般に紐土層によって広くおおわれその下に下方に向

って粒状鉱･粉状鉱(ブルｰダスト[BlueDust]とV･わ

れる赤鉄鉱の微粉よりなる)･未富化鉱(紅土化を受ない

初生鉱)または粘土の順に堆積している.総埋蔵量が

ユ.5億トンといわれる.生産された鉄鉱石がすべて輸

出に向けられ輸出先は主として日本と西独である.

日本の鋼管鉱業会社がこの地方の鉄鉱業に対して戦後2

回にわたり合言十334万ドノレを投資した.
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第4図ノVラデイラ鉄鉱床分祢図

ε.西部ドルグ地方ドルグ地方のダｰリ

(Dham)･ラジャｰラ(Rajhara)の丘に存在

する鉄鉱床は平地の上厚さ120mの鉄鉱層

をなし延長30kmにわたって分布し千枚

岩および縞状赤鉄鉱珪岩を伴い鉱石はごく

少量の磁鉄鉱を含む塊状赤鉄鉱鉱石である.

その埋蔵量はFe66-69%1.2億トンである.

そのほかに縞状赤鉄鉱鉱石の埋蔵量1億トン

以上の産地として次のものカミある.

･.パイラデイラ(理醐8欄a)地方(第4図)マ

トヒヤプラデシのパスタｰノレ地方の縞状赤鉄鉱層はパ

イラティラ･ロｰガｰト(Rowghat)などの地方に著し

く発達する.パイラティラの鉄鉱層はほとんど縞状赤

鉄鉱珪岩と含鉄片岩の接触部付近に産する.主要鉄鉱

層の数は14で南北に走る東西2列の山稜より底るパイ

ラティラ山脈に沿うて胚胎する.東部の延長は庸北牟

16km西部の延長は同様に18kmでありFe60-69%の

鉄鉱石カミ36億トン埋蔵すると推定される.日本は年

400万トンの鉄鉱石を出鉱することを前提条件として3

鉱床だけを1960年に調査した.その結果No.5のみが

Fe67%の鉄鉱石1億トン埋蔵することがわかった.

a.ロｰガｰト地方バスタｰル地方でパイラ

デイラの鉱床に匹敵しうる良質の鉄鉱石を祷っ鉱床にロ

ｰガｰトの鉄鉱床がある.インド地質調査所によると

深さ45mまでの縞状鉄鉱石の埋蔵量は合計7.4億トンで

正マイソｰルのケムマンクンデイ(Ke血･

㎜ang㎜di)(第5図)埋蔵量赤鉄鉱1.35

億トン磁鉄鉱3.25億トン合計4.6億トン

邸≒イソｰルのベラリ(腕11眺y)地方埋蔵量

67%1.3億トン

Fe60一

湿.縞状磁鉄鉱鉱･石

局部的にまたは火成岩の貫入を受けて変質した縞状赤

鉄鉱チャｰトは石英磁鉄鉱岩に変り若干の地域(プド

ラス[Madras]のサレム[Sa1emトトリチノポリ[Tri-

chinopo1y]の地方･南マイソｰル)に相当重要な磁鉄

鉱鉱石カミ埋蔵されている.これらの鉄鉱石は約Fe35-

40%の低品位のもので製錬業に利用するには適当な大

きさに砕き選鉱する必要がある.以前には高品位の

部分のみ年製鉄に利用されたこともあるが元来磁鉄鉱

鉱石の還元作用が赤鉄鉱鉱石ほど容易に行なおれないの

と低品位のため高品位赤鉄鉢鉱石の大量発見後は全

くかえりみられ注くなっていた.最近になり技術の

進歩と共に使用されるようになった.その例としてマ

ドラスのサレム地方の磁鉄鉱鉱石をあげることカミできる.

すなわちこの地方の鉄鉱石は高炉用以外の製銑試験に

しばしば利用されている.この種の鉄鉱石の主要産地

は次の通りである

a.アンドラプラデシのグンツｰル(Guntur)地方

b.マドラスのサレム･トリチノボリ地方埋蔵量3億トン

｡.マイソｰルのチグマカルｰル地方埋蔵量3.25億トン

(b)アラバリ(AraYa11i)層

ラジャスタン(Rajasthan)とパンジャブの鉄鉱石は太

古代1こ属するナラバリ層中に存在する.この鉄鉱石は

石灰岩･珪岩哨岩･角礫岩を母岩とする赤鉄鉱鉱石お

よび赤鉄鉱を伴う磁鉄鉱鉱石であり基底の負閃石質片一�
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第5図

マイソｰル南部

地方鉄鉱床分布

図

層中に鉄鉱石が産する.この鉄鉱床は小さくて重要

でない.

(d)その他の先カンブリア紀属中の鉄鉱層

艶･ビハｰルのバラマウ(賄Ea㎜醐)地'方この

地方に結晶片岩からなる地層中に下部に磁鉄鉱片岩層

を伴う磁鉄鉱層が発達する.ゴｰル(Gore)付近に延

長600m幅平均27m平均品位Fe55-60%の富鉱部

カミ存在する

岩中にも鉄鉱石が産する.この種の鉄鉱石のおも荏産

地は次の通りである.

�

戮

�

ラジャスタンのシカル(Sikar)･ジャイプル(Jaip虹)

などの谷地方

パンジャブのモヒソデルガｰル(Mohindergarh)とパチ

ァラ(Patiala)の両地方

マトヒヤプラデシのグワリオル(Gwalior)地方ア

ラバリ層に対比されるグワリオル層の鉄石頁岩層中にこ

の地方の鉄鉱石が産する合計の厚さほ約600㎜である

(c)プラナ(肺胞皿a)層一

インドにおv･て太古代の上部層より古生代カンブリア

紀の下部層までにわたる地層を総称してプラナ層といv'

この地層中とくに多量の鉄鉱石を含む地層としてク

ヅダパｰ(Cuddapah)層とビンドヒヤ(Vindhya)層をあ

げることカミできる.

a.クッダパｰ層この地層中には局部的に鉄質

の富鉱部層が存在しやや大規模衣らば稼行可能な鉄

鉱床カミある.この種の鉄鉱床はアンドラプラデシの

クツダパｰ地方に産する.'マトヒヤプラデシではク

ッダパｰ層に対比されるビジャワノレ(Bijiw争r)層中に鉄

鉱石が産する.その母岩は礫岩･角礫岩･石灰岩･珪岩

｡頁岩である.おもな分布地域はインドル(Indor)･

ダｰル(Dhar)･シュブルポｰル(Jubbulpore)などの各

地方である.とくに大きいのはシュブルポｰル地方

の珪岩頁岩を母岩とする雲母質鉄鉱層でFe45-61%

の鉄鉱石1億トンを埋蔵する.

止.ビンドヒヤ層ビンドヒヤ層の砂岩･頁岩中

にある程度まで鉄質のものがありマトヒヤプラデシ

のマンドソｰノレ(Mandsor)地方のものだけカミ顕著で

これらの地層中にあまり有用な鉄鉱床が知られていない

時々褐鉄鉱のポケット･結核がこの地層申に見出され

る.マイソｰルのビジャプル(Bijapurプグルバルガ

(GuIbarga)の各地方のビンドヒヤ層のビｰマ(Bhima)

b.その他ベンカノレ(BengaI)･ウッタルプ

ラデシ(UttarPradesh)･ケララ(Kerala)･ヒマチャル

プラデシの先カンブリア紀層中にも鉄鉱層か見出される.

(･)ぎンドワナ(G㎝dWa皿a)鰯

a.下部ゴンドワナ麗

A･ベンガルのブルドワン(Burdwan)地方ベンガ

ルとビハｰルにまたカミる地域に下部ゴンドワナ層(中部

二畳紀層)のダムｰダ(Damuda)統カ溌達しその中

の鉄鉱頁岩層中に菱鉄鉱系統の粘土鉄鉱が産する.そ

の中心地域はベンガルのブノレドワン地方のラニガンジ

(Raniganj)炭田でその鉄鉱頁岩層の規模は東西40km

幅2-3km厚さ平均420mで多くの人々により計算

されたところによれば推定鉱量は5億トン予想鉱量

は20億トンである.表面より6-9mの深さでは鉄

鉱石は灰色の炭酸鉄より庄るカミ表面の褐鉄鉱は酸化作

用･水化作用によって原炭酸鉱から導かれたものカ柱体

となってv'る.鉄鉱石は菱鉄鉱の粘土鉄鉱を含みそ

の菱鉄鉱鉱石は地層中に薄いレンズになって不規則に分

布する.鉄鉱レンズ結核は地層の容積の5-7%をつく

るところがあるといわれる.これらの鉄鉱石は実際に

ベンガル鉄鋼会社とその前身によって1875-1914年高炉

で使用されていた.その鉄鉱石の平均品位はRe43.9

%の低品位である.その後高品位の赤鉄鉱鉱石茄多

劃こ発見されたためにこの種の鉄鉱石は製鉄原料とし

て利用されなく在ったが近年になり再び注目されるよ

うになってきた.ラニガンジ炭田の東方では鉄鉱頁岩

層のみならずその下のバラカル(Barakar)層または真

上のラニガンジ層中に少量の粘土鉄鉱･褐鉄鉱の結核カミ

見られる.

B.ベンガｰルのビノレブｰム(Birbhum)地方下部

ゴンドワナ層のマノ･デバ(Mahadeva)層中にも粘土鉄鉱

カミ産する.

C.ビノ･rレのパラマウ地方この地方のアウラン�



ガ(Auranga)炭田･フタｰル(且utar)炭田などにもダム

ｰダ続の鉄質頁岩層中に粘土鉄鉱が存在しとくにア

ウランガ炭田では鉄質頁岩層の分布が広く以前にはこ

の鉄鉱石が地方製鉄に利用されたこともある

b.上部ゴンドワナ層

上部ゴンドワナ層の鉄鉱石はアンドラプラデシの砂

岩中に鉄鉱石結核として産しがって利用されたが重

要なものでない

(f)ジュラ紀層

ラシマハｰルトラップ(馳切出aH･叩)岩この岩

層中に鉄鉱結核が含まれ以前に小規模に製鉄されたこ

とカ重ある.その産地はベンガルのビルブｰム地方とビ

ハｰノレのラシマノ･一ノレ丘である

(g)白亜紀鰯

ウミア(町㎜i3)層群グジャラｰト(Gujerat)には下

部白亜紀層のウミァ層灘の最上部近くに紅土質鉄鉱が産

するが近代産業にとって重要なものでない

(h)第三紀層

黎.始新編アッサム(Assam)の東北地方におい

て始所期の炭層中に粘土鉄鉱の薄層と頁岩･砂岩中に褐

鉄鉱質の薄層がある.風化した露頭には一種の鉄鉱石

礫があり不純物か多い

b.中新層ウッタノレプラデシ･アッサム･マ

ドラス等の中新層中にはすべて高品位の鉄鉱結核を含

み以前には上述の地方でそれぞれ鉄鉱石として利用

された.おもな産地はウッタノレプラデシのナイニタ

ル(Nainita1)地方･ベンガルのダアシイリング(Darjee･

1ing)地方などである

(工)マトヒヤプラデシのマンドソｰル･シブプル･グナな

どの各地方

(2)マイソｰルのハイダル(Bider)地方

2.火成源の鉄鉱層

インドでは火成源の鉄鉱床は沈澱源の鉄鉱床に比して

重要なものカミない.その中心地方はマイソｰル･シン

グブｰム｡マユルバンジなどである.そのうち塩基

性超塩基性火成岩貫入体に伴う含チタン磁鉄鉱体が

比較的広く分布している.

aシングブｰムとマユルバンジの両地方の合チタン磁鉄鉱こ

の地方の磁鉄鉱鉱肩ははんれい岩質超塩基性火成岩中に薄

い脈･レンズ･ボッケトをなして産しいくくらかのバナジ

ン分(V.0.O.59-4.84弛)を合む

bマイソｰルの合チタン･クロム磁鉄鉱この地方の合チタ

ン･クロム磁鉄鉱は超マブイック岩中に胚胎しクロム鉱物

としてクロム鉄鉱が存在するこの鉄鉱石の製錬を工夫す

ればこの鉱体の若干は稼行可能となるであらう

Cシングブｰム地方の燐灰石磁鉄鉱この地方の南東部銅地

帯の花筒閃緑岩中に燐灰石･磁鉄鉱が含まれるこの鉱石

は銅鉱体の上盤側に普通雁行するレンズとして見出される.

鉄床は比較的小さくて鉄銭石資源として重要でない.

dシングブｰム地方の磁鉄鉱この地方の片岩質マグネシア

岩層中に磁鉄鉱鉱床が鉱粒･不規則な形･鉱脈として産す

る

eアッサムの磁鉄鉱この地方の花厳岩質岩は深さ9-12m

まで風化されおリその中に磁鉄鉱粒が含まれている

fアンドラプラデシのクルノｰル(Kurool)地方の赤鉄鉱

この地方の鉄鉱床は太古代の片麻岩と低部のクツダパｰ層を

切る断層中の赤鉄鉱の交代鉱床で鉱床は約8kmの距離に

わたって賦存し露頭から30mの深部までの埋蔵盤は約370

万トンである

9ビハｰルのパラマウ地方の磁鉄鉱･赤鉄鉱この地方の下

部ゴンドワナ層のバラカｰル層中のこうはん岩は磁鉄鉱･赤

鉄鉱を合む

(i)第四紀層

組土

デカン'トラップ(Deccantrap)岩の表面またはその

近くにおいて熱帯性の風化作用が行なわれ紅土の塊状

層ができ多くの場所において鉄分に富み多分平均品

位Ee25-30%に達しているであろう.紅土はチタン､

ボｰキサイト(Bauxite)を含む.その岩石はとくに

シブプノレ(Shivpur)とグナ(Guna)の両地方に多くそ

こでは特徴的なカミけを時々つくる厚い岩帽が見られる.

普通紅土は多孔質である.おもな産地は次の通りで

ある

�第3表インド重要縞状赤鉄鉱鉱石平均分析値�����

一'■■1■I■■1｣一'山1u������

���平均分析値%���

地域名������

�Fe�PS��Si02�A1203�不溶物

シンヲヲ=ム'■転g疵五訂ケオンジャｰルKeonjhar�■､�����

�㌮������㈰��乁���

パイラティラBailadi1a�68.47�O.096�O.040�NA�NA�NA

ロｰガｰトRowghat�63.80�O.086�NA�1.94�NA�NA

ラジャｰラRa畑re(地表)�66.35�0,058�0.108�1.44�NA�NA

ラシャ^ラRajhara(試錐孔)�68.56�O.064�O.071�0.71�NA�NA

ケムマンクンデイ������

Kem㎜angmdi�62.71�0.074�0.034�1.41�2.90�

サンデュｰルSandur�64.86�O.068�O.065�O.94�2.82�

����㈶�

レディRedi�60.6�0.042�O.018�3.47�3170�

����〉��〉

�㌰��

不溶物

NA資料なし()最大値を示す

出所:IndiaoMineralsYear3ook,1960�



第4表インド主要磁鉄鉱舷石･菱鉄鉱鉱石分析値
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A,Econ･Geol.Bu11,Geo1.Surv.India,1954.

埋蔵鑑

第5表インド鉄鉱石埋蔵量単位1億トン

種.類確定推定鉱量8子1想鉱量'

��

赤鉄鉱鉱石i53161175･o

簑鉄益褐簑鉱簑鉱引1111■1ζll

{†∵I''1て｡1｡｡'r1山1王｡.;ボ…

出所:M,S.Krishnan:IronoresofIndia,1955,149.

上表より考察すれば全埋蔵量の83%カミ赤鉄鉱鉱石の埋

蔵量に相当し磁鉄鉱鉱石と菱鉄鉱質褐鉄鉱質鉱石はそ

れぞれ8%と9%である.一賦存状況より考察すれば

赤鉄鉱鉱石はビハｰル･オリッサ･マトヒヤプラデシ

マノ･ラシトラ･マインｰノレ･ゴアに多く磁鉄鉱鉱石は

マドラス0アンドラプラデシ･マイソｰルに集中し

菱鉄鉱鉱石はベンガルにのみ多い

第6表雌界鉄鉱石主要国別埋蔵量単位:億トン

国名1開発埋蔵量i潜在埋蔵量;計

カナダ17.5362S.12845,664

アメリカ合衆国125･54260･422S5･964

ブラジル17.97084.875102.8妬

フランス21.81818.80040,618

ソ連邦92.46055,710工48,172

中国13.93033.03046,768

インド33.93665.50094,486

日本O.2390,239

全世界1290.411421.299711,700

出所:R.W.HydeandW.W.G1aser,ArthurD.Li刷e,

������来�慳�捨畳整瑳�������

���楮����

第6表によればインドの開発埋蔵量は全世界の11.8

%を占めソ連邦の31.8%について第2位である.

潜在埋蔵量に関してはインドは全世界潜在埋蔵量の

15.6%を占めブラシノレの20.1%について.第2位であ

る.総埋蔵量に関してはソ連邦(20.6%)ブラシノレ

(14.5%)についでインドは14.O%を占め第3位で

ある.いずれにしても埋蔵量の点では

量はアジアでは第1位である.

生

窮7表

州

アシドラ

プラデシ

ビハｰル

マトヒヤ

マニ;;て1

産

1960牢インド(除ゴア)鉄鉱石品位別生産量

インドの埋蔵

単位:トン

名1Fe雛害一･･漂｡｡㌶一｡｡｡需一､葦炉辮

ラ

マイソｰル

オリッサ

バンシャブ

ラジャスタ

ン

言十

全生産に対

する割合%

㎜所:

����

�

弱

�

㈹���

�

����

弱

��㌮��

16二540i
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帆…!

����

���

��㌮�　

㈮〶�

㈬匳�

����

㌰㌮������㈬��㌷�

123･46822･94｢'5･811

���㈱����㌷㈮��

�����

㈵������

��㌳����

㈱㈮���〴�〴��〳�

���

�

�����㈸������㌳

λ小･卜･卜･'1･τ･ド;;･

�摩慮��牡汳奥������

ゴアを除V･た全インドで1960年は生産した鉄鉱石の平

均鉄分は61%であった.第7表は1960年ゴアを除いた

全インドの鉄鉱石品位別生産量表である.同表によれ

ば全生産量の約16%はFe67-65%品位の鉄鉱石でマ

イソｰル州にはこの品位のものが最も多く生産する.

ビハｰル州の場合はFe65-63%品位の鉱石が最も多く

生産し全インドのこの品位の生産量は全生産量の23%

を占める.マトヒャプラデシの全生産はFe60-58%

品位の鉄鉱石である.Fe58%以下の低品位鉱の大部分

はビノ･一ルとオリッサの両州から生産されさる.ゴア

の生産鉄鉱石の平均鉄分は55φである.各州における

過去5カ年間の鉄鉱石生産傾向を第8表に示す

第8表

州

アンドラ

ビハ

マトヒヤ

マノ､フ

マイ

オリ

バン

ラシャ

1956-60牢インド鉄鉱房州列生産量

名工956年,1957年11958年､1959牢!196;年一

プラデソ

プラデソ

シト

ソｰ

ツ

ジャ

スク

計

出所

ゴア:1962

��'0牢インド鉄鉱房州列生産量(単位:万トン)���

���1■1｡轟1｡｡｡雇1三岳｡年､長｡奉厄｡;ギ��

���

1����11■'■■'一一�

デシ�42.5�27.2�21.O�22.6�32,3

ノレ�187.7�197.6�226.2�323.4�284.7

一,アシ�3.3�3.1�23.4�41.4�141.9

ラ�12.9�12.4�14.6�32.5�32.O

ノレ�57.3�59.1�97.2�105,4�187.2

サ�1ア9.9�207.8�219.7�261.5�373.5

ブ�1.5�2.2�1.7�2.O�1,2

タン�12.4�7.4�9.2�9.4�12,5

ア�208,O�220.0�288.9�302.5�576.4

��一'��11一一■■�.'一一

�1497･61516･7��906.5�1,105.6�1,654.0

��楡湍楮敲����潯���

��牡汙��潯�癯��

産産鐙1二よる鉱山分布(ゴアを除<)

1960年の全鉄鉱石出鉱のμ%以上が年産50万トン以上

の5鉱山によって生産される.約27%は年産10万一50

万トンの13鉱山によって占められる.年産1万トン以�



一･b7

下の鉱山は140で1960年における生産量は全生産量の

4%以下と報告された.第9表は1959-60年の生産量

群による鉱山の分布を示す

第9表1959-60年生産量群による鉱山の分砺(単位:トン)

��'一■■■■'lI一■■一一一'^■一'�11■1959年11960年'{,■■L■1一^■■■■■■■■■1���

生産量癬1������

�:鉱山数�各群の全�全生産量I'こ対する㎏山数��各群の金�全生産量

��生産量���生産量�こ対する

一11■'一1��'�割合%�1■�■�割合%''一

500まで�62�3,848��36�5,054�O.1

���住伉���〵���������

�估��〰〉��㌷�㌰���㌉������

�估���住��㈰㈬��㈮�㈵������

�����住伉㌸�〴������������
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出所:IndianMinera1sYearBook,1960.

用途

いろv'ろの鉄鉱石中赤鉄鉱鉱石はほとんどすべて製

鉄業に利用されている.赤鉄鉱鉱石に比べて他の鉄鉱

石はその利用が低いが現在技術の進歩と共にその利用

度が次第に増している.赤鉄鉱鉱石はもっぱら高炉に

利周され径10㎜㎜以上の大きさの魏が還元度を増進す

るために希望されてきた.したカミつて径10mm以下の

赤鉄鉱は細粒と呼ばれ下従来廃棄されていた.実

際にその細粒は生産物取扱輸送中に相当に生じた.

生成された細粒の量は鉱床ごとに同じ鉱床でも部分ご

とにさへも変わるカミ平均してこれは鉱山で取り扱わ

れる鉱石の約30%を占めるということである.この数

字はインド鉱山局によって行なわれた多くの探鉱計画を

通して得られたものでこの事実は稼行鉱山の大多数か

ら集められたものである.この中には粉状鉱が含まれ

てv･ない.

第3次(1961-66年)生産計画に現われた鉄鉱石3,200

万トンの計画目標と共に生成される細粒の量は約900万

トンと予想される.インドの鉱山で出鉱鉄鉱石の販売

量が多v･ほど生成される鉄鉱石の細粒が多くなる.そ

の上にインド鉄鉱石に対して外国の輸入業者は供給鉱中

に径10mm以下の大きさの鉄鉱石がごく少量で泣けれ

ばならぬことを規定している.したがってそのような

細粒を国内製鉄所で消費に利用するか事前処理して輸

出するかなどが考えられる.そのためにインド政府は

鉄鉱石細粒利用委員会を設けて採掘その他取扱中細

粒生成減少の問題･細粒のレンガ化･焼結･ペレット化

などの事前処理の問題などを研究Lている.また粉状

鉱は細粒よりこまかい微粉とも称すべきもので鉱床に

より粉状鉱の階伴星が異在りゴアの鉄鉱床の如く多

量の粉状鉱を伴う場合カミあるので細粒同様にその利用

が研究されている.鉱山によっては粒状鉱粉状鉱が

将来の利用のために貯えられているところがある.

赤鉄鉱鉱石中の燐分を考えて見る.モヒンデノレガｰ

ルの鉄鉱石とラジャスタンのわずかの鉄鉱石を除いて

すべて赤鉄鉱鉱石は燐分が低く(PO.1%以下)製鉄に

とって条件がよい.P約0.2%のモヒンデノレガｰノレ地

方から高燐鉄鉱石の製鉄に関しで国立製鉄研究所で行

癒やれた試験はPO.6-O.7%の鋳鉄がこれらの鉄鉱石か

ら生産されたことを示した.できた鉱津は燐酸肥料に

利用される.インドの磁鉄鉱鉱石は主として重媒質石

炭洗濯機に利用されている.石炭に粘着する粒子除去

に関して磁鉄鉱は他の媒質砂に比して明かに有利であ

るためである.近年直接製鉄法による製錬が研究され

全インドに数カ所の製鉄所設立の計画がある.シング

ブｰム･マユノレバンジ･マイソｰル･マドラスの磁鉄鉱

鉱石は少量のバナジンを含む合チタン磁鉄鉱よりたる.

二酸化チタンは難融解鉱津をつくるから含チタン磁鉄

鉱を高炉に用いることは適当でない.チタン鋼の特殊

型をつくること除いては銑鉄生産用にそんな鉄鉱石を

使用することは不経済である.菱鉄質鉱鉱石は蝦焼し

て水素発生に利用されている.

製鉄所

インドでは製鉄所娃段位置として良質の赤鉄鉱鉱石と

粘結炭とが大量入手できる好都合な場所カミ選ばれている.

すなわち鉄鉱石として縞状赤鉄鉱鉱石が多量埋蔵す

るビノ'一ル･オリッサ西部地方ドノレグ地方バドラバ

チ(Bhadravati)地方石炭として強粘精炭を多量に埋

蔵するゴンドワナ層の発達するビノ･一ル･ベンガル地方

が主として者へられ第10表の如き位瞳に製鉄所が建設

されている(第6図).

第10表インドの製鉄能力
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以上のほかにボカロ(Bokaro)製鉄所と8製鉄所の

計画がある.

第11表1959-60年インド鉄鋼生産量(単位:万トン)

一川一'一`■止1■'1L'1��一^1■■'｣1■■山�■■I■凸'一

��生産量�

項目��■■■■■'�1959年よりの

,竺苧1土･･㌣���増加の割合%

■凸'■1一ユ川■I111'���

��1�一■一`'工⊥1

銑鉄�･…1246.8�417.5』�34

鋼塊(鋳物用金属を含む)��328.6�33

半仕上鋼�221.3�346.3�56

仕上鍋�176.3�222.3�24

合金鉄�6.7�9.3�39

出肩〒:Iro皿andsteelcontro11er.

輸出

1956-61年ゴアを除くインド鉄鉱石の輸出状況を第12

表に示す.

第12表1956-61年インド(ゴアを除く)鉄鉱石生産量と輸出量

(単位:万トン)

二二_ギ1.､｢砕讐･雪1唾崎重唖圭･雪

輸出量･･･････…他･･･…1･･･････…

ヨ三撞産量497.6516.7613.0798.21068131318.1

土建量に対する

����㌰�㌱�㌲�㈹�

輸出量の割合%

出所:1956･60年:I皿di舳Minera1sYearBook,1960

1961年:1962MineralYearhook,Y01.1

最近6カ年ゴアを除外したインドでは1958年の輸出

量は前年に比して約16%と著し,く減じている以外生産

量の増加にした添って輸出量も増加している.その鉄

鉱石の主要輸出国は日本｡チェコスロバキア･西独･

ポｰランド･イタリアなどである.日本は輸出先の首

位でその大半を占める.これにつくのはチェコスロ

バギナで1961年では全輸出量の28%を示す.ゴアでは

生産され年ものはすべて輸出され1961年の輸出量は65

6.2万トンで日本への1961年の輸出量は356.2万トン

で第1位を占め西独･チェコスロバキア･イタリア

などこれにっぐ.ゴアを含めたインド全体の輸出量は

1961年約1,OOO万トンで3大輸出国は日本･西独･チ

ェコスロバキアでそれぞれ約500万トン200万トン

100万トンの輸出量を示す.

第13表1961年インド鉄鉱石輸出先国別輸出量(単位:万トン)

輸一出量

輸出先国

..ゴ1.ア｣袴渕茎イ二戸1

日本356.2164.5520.7

チェコスロバキア14,999.0113.9

イタリア64,915,780.6

ポｰランド1,011,012.0

束ドイツ2.22.2

画ドイツ191.57.5199.0

オランダ11.12,213,3

ノ､ソカ“リ8.28.2

フランス4.84.8

他12,041,553.5

言十656.2351.81008.0

出所:1962Miner目1sYearbook,volume1.

全インドの鉄鉱石の輸出先は貝本･東欧･西欧の諸

国に3大別される.中間港の発展カミインドよりの鉄鉱

石輸出量の増加を予想している.インドの地理的位置

は日本および東欧･西欧諸国の速か荏製鉄業発展への鉄

鉱石供給基地となることができる.インド産鉄鉱石の

性質はブラジノいスウェｰデン･南北アフリカのやう抵

他の主要鉄資源に比較される位優秀である.これらよ

りしてインドの鉄鉱石の輸出は今後増加の傾向をたどる.

1965-66年には輸出総量は1,700万トンに増加するも

のと推定される.

港別の割合��

�1^1�`1'川L'■■一一

輪出港�1959年(且)�1960年(b)

,一'一��一',一

マドラス(Mad胞s)�18.2�16.2

カルカッタ(Calcutta)�24.8�15.4

ボンベイ(Bo㎜bay)�8.9�13.1

レディ(Redi)�10.5�12.2

クツダロロル(Cudda1ore)�8.2�8.0

マズリハムタ(Masu晦ata皿)�5.4�6.4

ペレゲｰリ(Belekeri)�1.2�5.7

カルワル(Karwar)�3.9�5.5

マンガロｰル(M胴glore)�4.8�4.8

カ:■ドラ(Kandla)�5.3�4.2

カキンダ(Kakinda)�4.1�3.2

ピシカｰバタム(Viskb理atam)�3.6�2.7

チョｰチン(Chochin)�1.1�1.7

パブナガｰ､ル(Bha平皿agar)�一�O.4

ボンディチエリイ(Po亙dicherry)�一�0.3

一一^'一�1■■'一`一一111一一一'1■1'■一1'一�

�計;･･…i･･…�

第14表1959-60年インド鉄鉱石輸出量

今

出所1(恩)Mo皿thlylronandSteelReviewfor1959｡

��潮���潮慮���剥癩敷景���

インドのビシカｰバタムおよびコアの両港より周本の川

崎まで海上距離はそれぞれ7,217kmおよび8,2弩1km

である.�
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輸出港

鉄鉱石の輸出の大部分はマドラス･カルカッタ･ボン

ベイ(Bo皿bary)を通して行なわれている.ラジャ

スタンにおいて生産亭れる鉄鉱石は西海岸のカンドラ

(Kondla)･バプナガｰノレ(Bhavnagar)の港を通して輸

出された.西海岸のレディ港はマハラストラ産の鉄鉱

石の出口であった.第14表は1959-60年のインド鉄鉱

石輸出の各港別の輸出割合が示される(第7図)

結び

日本の製鉄業は1957年インドの基本銘柄鉄鉱石に対し

てお為よそユ00万トンの輸出を受けることを要求しそ

の上鋭意開拓し実際に1960年450万トン1963年600

万トン近くを輸入している.現在日本への鉄鉱石輸出

に関してはインドはマレｰシアにつぎ多量である.残

存埋蔵量についてはインドはマレｰシアに比して比較に

狂らないほど大である.

港の発展と貿易契約によりインド鉄鉱石輸帥ま次第に

増加しマレｰシアの輸出量を追越すことは近い将来の

ことと思われる.

日本鉄鋼連盟案によれば1970年目本輸入鉄鉱石要請

見込み量約4,500万トン中インド分は1,800万トンと

見込まれる.目下開拓を進めているオｰストラリアの

鉄鉱石も日本の製鉄業に大いに関係してくるであらうが

上述の数字より考えて将来日本の鉄鉱石原料がインド

に依存することがますます犬と在る傾向がある.
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1963年:本邦鉱業のすう勢昭和38年通商産業調査会版

(編者は宮本弘道)

(5頁からつづき)

地盤沈下の研究としては昭和33～35年頃新潟で地盤

沈下問題カミ起こり浅層の実態について迅速に調査研究

を行在って独白の研究成果を出したがはからずも今

回の新潟地震の被災に関して対策を樹てるのにきわめて

役立った.地震に伴って発生したクイックサンド現象

については昭和39年度新潟被災地におV･て18本の間

隙水圧測定井(25m)を掘りこのほど間隙水圧上昇率

地層綴密度(または粒径中央値)深度の3元よりなる特

殊のダイアグラムを作成してその図形から地層破壊面

深度を知る方法を新しく考案しその深度の平面分布図

を描いたところ震害図ときわめて良好な一致を見るに

至った.その理論的た裏付けについてはさらに立入

って研究を継続している.

昭和39年度に吉原市において“輸型井研究"という

実験を試みたことがある.口径150mmの浅井戸(一25

m)を掘り半径10mの円周上に深度一5m-10m

-15m-20mの側井(口径65mm)を掘り井底に間隙

水圧計を埋込み中央の本井より水を揚げたり圧入さ

せたりしてその影響赫側井の間際水圧にどのように現

われるかを実験したことがある.浅層の収縮過程の究

明については余り知られていないのでこの種の実験

は今後も折あれば行なってみたい.一方恒久的な基礎

研究の一つとして地下構造調査観測丼において水位

観測を約2カ年つっ継続してそのデｰタを収集中であ

る.V･まのところ全国20地区の水位記録の週期性を検

討しているが各地区毎に水位の上下に特色カミあること

が削りそれらと年間自然沈下量(水準測量により実施)と

の間にどん注関連カミあるかを土木地質的測定値と照合

させながら解析中である.どうも単柾る過剰揚水だけ

カ茎沈下の原因ではないようである.(筆者は応用地質課長)�




